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肺 結 核 病 巣 内PAS濃 度 に つ い て

第3編

-内 服PAS-Naの 残 存 状 態 -

橋 本 卓

結核予防会保生園(園 長 御園生圭輔)

受付 昭和34年9月22日

I緒 論

著者は さきに第11),2編2)に おいてPAS-Na静

注 後約5.5時 間 までの病巣,肺 および 血漿 内濃度 につ

いて検討 し,病 巣内に も相 当時間,有 効濃度 以上 に存在

し,か つその濃 度は静 注後一定時間以後 には血漿 内濃度

と高い相関 関係 を示す よ うにな ることを報 告 した。

本編で は前編 同様 に肺結核切 除例 を対象 とし,PAS

-Naを 内服 したの ち
,十 数 時間以上経過 した 場 合の病

巣,肺 お よび全血液 内にお けるPASの 残存率 な らび

に残存濃度,す なわ ち残 存状態 につい て検討 した。

0対 象お よび実験材料

本実験の対象 は全身麻酔 の もとに行 なつた肺結核切 除

例43例 で,そ の性別 は男29例,女14例 であ る。病

巣被検例 は39例45病 巣48コ,健 康肺(以 下肺 と略

称)被 検例40例40コ,血 液被検例 は26例 で あ る。

な お血液 については静注例 では血漿 内濃 度 を経時的に

測定 したが,本 実験で は切 除終 了時の全血液 内濃度 につ

いて検討 した。PAS内 服は1回2 。5gず つ1日 量

109を4回 に分割投与 し,こ れ をある期 間継続 したの

ち,術 前一定 日数の間休葉 させて切 除術 を行なつた。術

前休薬期 間 とは最終 内服 日か ら切 除術施行 日までの 日数

をい う。

1日 の うちのPAS最 終 内服時刻は 午後9時 で あ

り,手 術 日の 切 除終 了時刻は おおむね 正 午前後 なので

PAS最 終 内服か ら切 除終 了までの 経過 時間は 休薬 日

数1日 の もの は15時 間前後の こ とが多 く,休 薬2日

の ものは39時 間前後 とな り,以 後は休薬 日i数を1日 増

す ごとに24時 間を加 えた時間 とな る。

実験 成績 の時間的分布 の状態か らみて休薬 日数を1～

2日 群,3～5日 群,7～11日 群,2ヵ 月群 の4群 に分

けて検討 した。

III実 験 方 法

被検材料採取,前 処理 および呈色反応 は既1)の ごと

くで あるが,今 回は じめて扱つた全血液 の前処理法 とし

ては.血液1.0ccに1/10N塩 酸4.0ccを 加 えて完 全に

溶血 させ,こ れ に20%ト リク ロール醋酸3.0ccを 加

えて除蛋白濾過 し,そ の透明濾液 を被検液 とした。

IV実 験 成 績

本報告 において残存 率 と称 す るのはPAS濃 度測定

を行 なつ た被検材料 数の うちPASの 残存 を認 めた も

のの百分率の こ とで あ り,ま た残存濃度 としては各群の

全例についての平均 残存濃度 と,残 存例のみの平均濃度

の2種 類 について検討 した。

1.病 巣,肺 お よび血液 内におけ る残 存状態

a)残 存 率(表1a)

表1aの ご とく各材料 とも休葉3～5日 群 は1～2日

群 よ り残存率が低 くな り,7～11日 群,2ヵ 月群 は残存

率が0%と な る。次に各材料別 に比較す ると休薬1～

2日 群 では病巣,肺 はそれぞれ50% ,55%で ほぼ等

し く,血 液 は27%で 前2者 よ り低 い。

休薬3～5日 群 では病巣18%,肺36%,血 液11

%で 肺が もつ とも高 く,病 巣 ・血液 間には著差 はない 。

ただ し推計学的検定では休葉1～2日 群 も3～5日 群 も

各材料 間に有意差 を認 めない。

表00病 巣,肺 および血液 内におけ る残存率

表中の分数はPAS残 存例数/被検数 を表わし,%は 残存率を

示す。以下の表もこれに準ずる。

b)残 存濃度(表1b)

次に各群全例の平均残存濃度についてみ ると表1bの

ごとく各材料 と も休薬1～2日 ですでに非 常に但濃 度 と
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なつてお り,休 薬7日 以上の 群 にはPASの 残存 を

認 めない。

各材料別濃度差 を推計学 的に検定す ると休薬1～2日

群 の病巣2.5γ と血液0.8γ の間には危険率5%以

下で有意差 を認 め るが,そ の他 はすべ て有意差 を認 めな

い。残存例 のみの平均濃度 は表1bの ご とく休薬1～2

日群 ではやは り病巣が最高で あ るが,病 巣 と肺 または血

液 との間に有意差 はみ られない。また休薬3～5日 群 に

おいて も各材料別 によ る濃 度差 はみ られ なか つた。

上述 のご とく各材料 とも休薬7日 以上の群 はPAS

の残存 を全 く認 めない ので,以 後の比較検討 はすべ て休

薬1～2日 群 と3～5H群 の2群 につい て行 な う。

表1b病 巣,肺 お よび血液 内におけ る残存濃 度

濃度の単位はすべてγ/gで示した。全例平均欄の被検数は同表a

の残存率の被検数(分母)に等しく,残存例のみの平均欄の被検

数は同じくPAS残 存例数(分子)に等しい。以下これに準ずる。

2.PASの 連投期 間 と残存状態 の関係

本節では,PASを 長 時 日連続 的に 投与 した場合,

病巣 または肺内に多少 と も停 滞す る傾 向 を有 す る ものか

否か を検討 した。

ここで連続投 与期 間(連 投期 間 と略称)と い うのは術

前の休薬期 間以前 に毎 日連続 して内服 していた期 間の こ

とで,1日 で も休薬 した場合 は それ以前 の期 間は連投期

間に含 めない。通常 は月例検痰 な どのため 毎 月2日 間

くらい休薬 日が あ るので今 回検討 した症例 の連投期 間は

最高が40日 で あ る。

本報告 では各例 の連投期 間を1～5日 群,6～10日

群,11～40日 群 の3群 に分 けて観察 した。

1)病 巣 について

a)残 存 率(表2a)

病巣 においては表2aの ごとく休薬1～2日 群 では連

投期 間の長 いほ ど残存 率 も高 くな るが,休 薬3～5日 群

では この ような関係はみ られな くな る。

休薬1～2日 群の連投期 間別残 存率について推計 学的

に検定す ると連投1～5日 群の2o%と6～10日 群の

7o%の 間には危険率4%で 有意差 を認め るが,1～

5日 群20%と11～40日 群75%の 間 には有意差は

み られ ない。

休薬3～5日 群 では連投期 間別 によ る有意差 を認 めな

い。

表20連 投期 間 と病巣 内残存 率の関係

b)残 存濃度(表2b)

各群全例の平均残存濃度 については表2bの ごとく休

薬1～2日 群で はやは り連投期 間の長 いほ ど高濃 度の傾

向が み られ るが推計学 的には有意差 を認 めない。休薬3

～5日 群で はかか る傾 向 もみ られ な くな る。

次 に残存例の みの平均灘 についてみた場 合には連投

期間別 によ る濃度 の相違 は判然 としない。

表2b連7X期 間 と病 巣内残 存濃 度の関係

濃度の単位はγ/g

2)肺 について

a)残 存率(表3a)

肺においては休薬1～2日 群で は病巣の場合 とは逆 に

連投期 間の長いほ ど残存率 は低 くな る傾向 を認 め るが推

計学 的に有意 差はない。休薬3～5日 群で は連投期 間の

長 いほ ど残存 率 も高 くな る傾向 を示すが,そ の差 はわず

か であって有意差 は認 めない。

表3a連 投期間 と肺 内残存率の関係

b)残 存濃 度(表3b)

表3bの ごと く全例に ついて も残存例のみに ついて

も,休 薬1～2日 群,3～5日 群 ともに 連投期 間 と残存

濃度の間 には判然 とした関係 を認 めなかつた。

3.病 巣の性状別にみた残存状態

本 節で は病巣 を空洞 と乾酪巣 に分 けてPASの 残存
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表3b連 投期間と肺内残存濃度の関係

濃度の単位はγ/g

状態 を比較 した。

a)残 存率(表4a)

表4aの ご とく休薬1～2日 群で は空洞 のほ うが乾酪

巣 よ り残存率は はるか に高 く,推 計学的 に も3%の 危

険率で有意 差 を認め た。休薬3～5日 群 では乾酪巣 のほ

うがやや高率 とな るが有意差は認 め られ ない。

b)残 存濃 度(表4b)

病巣 の性状別残存濃 度についてみ ると表4bの ご とく

全例平均 の場合は残存 率 と同様に空洞のほ うが高濃度 を

示す が,残 存例 のみの平均 値では空洞 ・乾酪巣 間に濃度

差 はみ られない。推計 学的にはいずれの場合 も有意差 を

認 めなか つた。

表4a病 巣の性状別残存率

表4も 病巣の性状別残存濃度

濃度の単位はγ/g

4。 病巣 の大 きさ別 にみた残存状態

病巣 を大 きさ別 に分 けてPASの 残存状態 を比較 し

た。大 きさの分類法 は第2編 に述べ た ごとくで 亜小葉

大,小 葉大,超 小葉大 の3群 とした。

a)残 存率(表5a)

残存率 を病巣の大 きさ別に み ると表5aの ご とく,休

薬1～2日 群では病巣の大 な る ものほ ど残存率 も高 くな

る傾向 を認 め るが,3～5日 群 ではか か る関係ははつ き

りとはみ られ な くな る。

表50病 巣 の大 きさ別残存 率

表5b病 巣の大きさ別残存濃度

濃度の単位はγ/g

推計学的 に検定す ると休薬1～2日 群 のみでは大 きさ

別に よる有意差 を認めないが,3～5日 群 も含 めて検定

した場合,亜 小葉大 と超小葉大 の間は有意差 を もつ て後

者のほ うが高い。

b)残 存濃 度(表50)

まず全例 の平均 残存濃 度についてみ ると休薬1～2日

群 では亜 小葉大 病巣 は0γ であ るが 小葉大 と超 小葉 大

は ともに約3γ で亜 小葉大 よ り高い。 亜小葉大 と 小葉

大 お よび超 小葉大 の間には危険率5%以 下で有意差 を

認 めた。3～5日 群 では大 きさ別 の濃 度差 は減 少 し,有

意差 を認 めな くな る。

残存例 のみの平均 濃度では大 きさ別 によ る濃度差 は判

然 としない 。

V総 括お よび 考案

以上の諸成績 を総括的 にみ ると,

1)各 材料 と も休薬期間の長い ほ どPASの 残存率

または平均残 存濃 度は低 くな り,ま た休薬1～5日 の例

では多少 と も残存 してい る場合があ るが,休 薬7日 以上

にな ると全 くPASの 残存 を認 めな くな る。

2)休 薬期 間が1～2日 の間は各材料別,お よび病巣

の性状別,大 きさ別,休 薬以前 の連投期 間の長 さ別 な ど

によの残存 率,平 均残存濃度 に相違がみ られ るが,休 薬

3～5日 の ものでは これ らの条件に よる相違はみ られな

くな る。ただ しPAS残 存例 のみについて平均濃 度 を

比較 す ると休薬期 間の長短 にかか わ らず諸条 件の相違 に

よる 濃 度 差 はみ られず,ま た休薬1～2日 群 と3～5

日群 の間に も判然 とした差 はみ られない。

3)休 薬1～2日 群 において残存率 な らびに各群全例

の平均残存濃度に差のみ られ る場合 を要約す ると,
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(1)病巣,肺 お よび血液 内残存率の比較では病巣,肺 はほ

ぼ等 し く,血 液 は前2者 よ り低い。 平均 残存濃度 は病

巣,肺,血 液 の順に低 くな るが,い ずれ も非常 に低濃度

であ る。

(2)休薬前の連投期 間の長 いほ ど,病 巣で は残存率 およ

び平均 残存濃 度は高 くな る。肺では連投期間の長い ほ ど

残存 率は低 くな る傾向が み られ るが 推計学的 には 残存

率,平 均残存濃 度 と もに有意差 を認めない。

す なわ ち,あ る程度長期 間PASを 連続 投与 した場

合,病 巣 では肺 に比 し多少 と もPASの 停滞 しやすい

傾 向が あ ると考 え られ る。

(3)空洞 は乾 酪巣 よ り残存 率,平均 残存濃 度 と もに高い。

(4)病巣 は大 な る ものほ ど残存率 も平均残存濃度 も高 く

な る傾 向がみ られ る。

以上の結果か ら休薬1～2日 群 において諸条件に よ り

残存状態 に差 の現 われ る原 因を考察 す ると,や は り第2

編2)で 述べた ごと く組織構造の相違,す なわ ち 組織 の

血管分布 および組織 の密度 または性状 の相違 に よる組織

内体液循環 の良否がPAS停 滞 性に関係 してい る もの

と考 え る。

次 に喀痰 または病巣 内結核菌培養 の場合 に問題 にな る

検査前休薬期 間について考察す ると,上 記 の結果か らは

2.5g最 終 内服後約5日 間は病巣 または肺 内にPAS

の残存 してい る可能性が あ り,し か も菌 の発育 を抑制 し

うる程度の こと もあ るが 最終 内服後3日 以降 は 残存率

も非常 に低下 し,か つ培養前処理 の さいに 残存PAS

もある程度稀釈 され るので実際 には2日 間 くらいの休薬

で よい と考 え る。

VI結 論

PAS-Na1日 量10g連0内 服例 においてPAS

-Na2 .59最 終 内服後,十 数時 間以上経過 したの ちに

肺切 除 を行 なつた肺結核症43例 を対象 とし,そ の病巣

48コ,肺40コ,全 血液26に ついて,津 田氏 試 薬 に

よ る比色法 によ りPAS濃 度 を測定 し,こ れ ら材料内

のPASの 残存状態 を観察 した。

1)各 材料 とも術前休薬期 間が1～5日 の間はPAS

の残存 してい る場合 もみ られ るが,7日 以上にな ると全

く消失す る。

2)ま たいず れの被検材料 も残存率 は休i薬1～2日 群

よ り3～5日 群 のほ うが低 くな るが,平 均残存濃 度は休

薬1～2日 群 で もす でに非常 に低 く,3～5日 群 と比 較

し著 明な差 は認 め られない。

3)休 薬1～2日 群 では,(1)病 巣 ・肺 ・血液 の間,(2)

病巣 におい てはその性状別,大 きさ別 お よびPAS連

7X期 間の相違す る場合等 に残存率,平 均残存 濃度 に差 が

み られ るが休薬3～5日 群 では これ らの傾 向は認 め られ

な くな る。す なわち最終 内服後1～2日 の間のみ組織構

造 の相違 によ るPASの 組織 内停滞 性の相違が み られ

る。ただ しPAS残 存例のみの平均濃度について比較

した場合 は上記諸条件 によ る濃 度の相違 はみ られない。

4)以 上 の結果 よ り喀痰 または病巣 内結核菌培養 の さ

いは少 な くも検査前2日 間程度 の休薬期 間を要す ると考

え

生
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